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請
願

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
を
認
定
！

９月定例会９月定例会
会期は９月８日から30日までの23日間、
議案18件．認定15件．意見書１件など可決。

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
を
認
定
！

◎
一
般
会
計
歳
出
決
算
額　

１
８
８
億
７
，６
６
２
万
円

◎
特
別
会
計
歳
出
決
算
額　

１
４
６
億
６
，６
６
１
万
円

平
成
20
年
度

主
な
議
案
の
内
容

＝ 意見書を可決 ＝
（内閣総理大臣等に提出しました）

＝ 決議書を可決 ＝

請
願

み
な
さ
ん
か
ら
の

９月補正予算額決まる！
●一般会計補正予算額

●市民病院事業特別会計補正予算

総額212億６，578万円に。
４億１，231万円

【歳出の主なもの】
●集会施設空調設備等設置事業補助金
●緊急雇用創出事業
●市営住宅ケーブルテレビ引込工事
●住宅用火災警報器設置推進事業補助金
●財政調整基金等積立金

1,950万円
2,899万円
2,722万円
682万円

2億3,600万円

【資本的支出】
●市民病院改築工事実施設計業務委託料 8,700万円

○その他の各特別会計補正予算総額は、３億975万円で、主なものは、
それぞれ前年度繰越金の確定によるものです。

一
般
旅
券
発
給
等
事
務
証
紙

等
購
買
基
金
条
例
の
制
定

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

○「
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働

く
協
同
組
合
法
」（
仮
称
）の
速

や
か
な
制
定
に
つ
い
て
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

○｢協同労働の協同組合法（仮称）｣の速やかな制定を求める意見書

○天皇陛下御即位20年奉祝賀詞決議書

　

平
成
21
年
11
月
１
日
よ
り
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
行
が
市
役
所
本
庁
で

開
始
さ
れ
る
た
め
、条
例
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

９
月
定
例
会
で
請
願
１
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
、次
の
方
が
適
任
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　

国
見
町　

河
野　

亮
道 

氏

　
　
　

武
蔵
町　

岩
光　

和
子 

氏

◎商工費・労働費
　153,770円

◎市民税（個人・法人）
　139,594円

地方譲与税
地方特例交付金
地方交付税
9,522,396
〈48.7％〉

第10回九州瀬戸内高等学校女子駅伝（神村学園の優勝の瞬間）
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歳出合計

（単位：千円）

（単位：千円）

18,876,616

Finance

〔平成20年度　一般会計の決算状況〕

民生費
4,479,660
〈23.7％〉

公債費
3,919,878
〈20.8％〉

総務費
2,547,128
〈13.5％〉

土木費

【歳入】

◎民生費
　133,590円

◎教育費
　 47,221円

◎総務費
　 75,959円

◎土木費
　 52,270円

◎衛生費
　 38,150円

◎農林水産業費
　 31,106円

◎消防費
　 21,084円

◎議会費
　 5,625円

◎商工費・労働費◎商工費・労働費
　153,770円　153,770円

◎その他
　154,152円

◎市民税◎市民税（個人・法人）（個人・法人）

　139,594円　139,594円

◎固定資産税
　 50,827円

◎市たばこ税
　 5,287円

◎軽自動車税
　 2,376円

◎その他
　 25円

19,548,042
【歳出】
18,876,616 671,426

1,752,785
〈9.3％〉

市　税
3,289,901
〈16.8％〉

市　債
1,973,000
〈10.1％〉

国庫支出金
1,343,944
〈6.9％〉

県支出金
1,207,641
〈6.2％〉

繰入金
その他

1,076,525
〈5.5％〉

教育費
1,583,467
〈8.4％〉

衛生費
1,279,290
〈6.8％〉

諸支出金
1,248,674
〈6.6％〉

農林水産業費
1,043,084
〈5.5％〉

消防費
706,992
〈3.7％〉

議会費
188,635
〈1.0％〉

商工費
122,261
〈0.7％〉

労働費
4,145
〈0.0％〉

災害復旧費
617

〈0.0％〉

繰越金
533,016
〈2.7％〉

財産収入
308,872
〈1.6％〉

分担金・負担金
292,747
〈1.5％〉

地方譲与税地方譲与税
地方特例交付金地方特例交付金
地方交付税地方交付税
9,522,3969,522,396
〈48.7％〉〈48.7％〉歳入合計

※歳入歳出差引

市民1人当たりに使われたお金……………562,927円 市民1人当たりが負担した税
　　　　　　　　…98,109円

19,548,042

地方譲与税
地方特例交付金
地方交付税
9,522,396
〈48.7％〉

－ ＝

◎商工費・労働費
　 3,770円

◎市民税（個人・法人）
　 39,594円
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20
年
度
に
予
算
化
し
た
の
は
３
億

５
，０
０
０
万
で
、
残
り
の
１
億
５
，０
０

０
万
程
度
は
基
金
に
積
ん
で
21
年
度
に

執
行
す
る
計
画
で
す
。

広
域
連
合
の
療
養
負
担
金
を
除
い

て
、
21
億
３
，５
０
０
万
に
な
り
ま
す
。

旅
費
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
で
そ

の
年
間
の
所
要
額
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
年
度
中
途
で
や
む
を
得
ず
出
張
が

発
生
し
た
場
合
は
予
備
費
の
充
用
の
措

置
は
と
っ
て
い
ま
す
が
、
不
用
額
で
残

る
と
い
う
こ
と
は
適
正
で
な
い
の
で
、

そ
う
い
う
事
案
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

５
年
を
過
ぎ
た
滞
納
が
２
億
円
あ

り
ま
す
が
、
滞
納
者
の
実
態
を
精
査

し
た
上
で
、
本
人
が
行
方
不
明
と
か

そ
う
い
う
こ
と
で
確
認
で
き
た
分
に

つ
い
て
不
納
欠
損
で
処
理
を
し
ま
す
。

こ
の
地
域
審
議
会
は
合
併
協
議
会
で

10
年
間
の
存
続
を
決
め
ら
れ
、
任
期
は

２
年
、
昨
年
度
は
、
53
名
の
委
員
で
４

町
ご
と
に
１
回
開
催
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
建
設
計
画
そ
れ
に
基
づ
い
た
総
合

計
画
の
進
捗
状
況
あ
る
い
は
、
変
更
等

を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
区
長
さ

ん
以
外
の
方
も
委
員
さ
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
域

独
自
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
地
域
全
体
の
行
政
を
扱
っ
て

い
る
区
長
会
と
は
違
い
、
専
門
的
な
会

議
を
し
て
い
ま
す
。

耐
火
金
庫
を
購
入
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

該
当
者
が
増
え
た
場
合
を
考
え
て
、

予
算
で
は
多
め
に
と
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
動
向
は
、
約
2
2
0
世
帯
で
、
今

現
在
、
微
増
し
て
い
ま
す
。

決算特別委員会を設置決算特別委員会を設置

20
年
度
の
国
の
予
算
で
は 

第
一
次

補
正
、
第
二
次
補
正
と
い
う
２
回
の

景
気
対
策
予
算
を
し
て
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
は
、
20
年
度
の
予
算
で
処

理
す
る
の
か
、
21
年
度
予
算
で
処
理

す
る
の
か
、
ま
た
20
年
度
で
国
の
景

気
対
策
予
算
と
し
て
通
常
よ
り
余
分

に
配
分
さ
れ
た
の
は
総
額
い
く
ら
か
。

Q

19
年
度
に
続
き
、
監
査
委
員
か
ら
の

指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
予
備
費
を
充
当

し
て
不
用
額
を
そ
れ
以
上
出
し
て
い
る

事
案
を
数
多
く
見
か
け
る
が
、
旅
費
に

つ
い
て
ど
う
い
う
考
え
方
な
の
か
。

Q Q

20
年
度
の
予
算
の
中
で
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
に
概
ね
ど
れ
く
ら
い

繰
り
出
し
て
い
る
か
。

AAA

生
活
保
護
費
は
、
決
算
の
中
で
も
予

算
に
対
し
て
２
，５
０
０
万
の
不
用
額

が
出
て
い
る
が
、
昨
年
は
経
済
危
機
に

発
端
し
て
、
派
遣
切
り
な
ど
の
問
題
も

あ
っ
た
が
、
生
活
保
護
者
の
数
の
増
減

に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

Q

A

企
画
費
の
中
の
地
域
審
議
会
委
員

の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
の
審

議
会
は
区
長
会
で
の
会
議
で
足
り
る

の
で
は
な
い
か
。

Q

A

監
査
の
指
摘
ど
お
り
、
現
金
の
処

理
・
保
管
の
方
法
に
つ
い
て
危
機
管

理
体
制
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

QA

滞
納
額
が
８
億
２
，５
０
０
万
と
非

常
に
多
い
が
、
会
計
基
準
か
ら
言
う

と
５
年
を
過
ぎ
る
と
不
納
欠
損
で
処

理
を
す
る
と
い
う
が
、
来
年
度
５
年

を
過
ぎ
て
落
と
す
予
定
を
し
て
い
る

金
額
が
２
億
円
と
聞
く
が
、
こ
れ
は

す
べ
て
そ
う
す
る
の
か
。 

QA

決算特別委員会を設置決算特別委員会を設置
　議長と議会選出の監査委員を除く議員全員による決算特別委員会（委員長　
馬場　將郎）が設置され、9月24・25日の2日間、特別委員会を開会し、一般会計
決算と各特別会計決算15件を原案のとおり認定すべきものとした。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

決算特別委員会を設置
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現
在
、
国
東
町
土
地
改
良
区
の
方
で

滞
納
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
電
話
連
絡
等
を
重
ね
な
が
ら
最

終
的
に
は
督
促
状
を
発
送
し
、
そ
の
後

は
、
理
事
会
の
中
で
差
し
押
さ
え
等
処

分
を
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。現

在
精
査
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
事

務
的
な
ミ
ス
で
、
中
山
間
整
備
事
業
の

中
身
で
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
地
域
が

含
ま
れ
て
お
り
、
国
・
県
に
返
還
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
が
は
っ
き
り

し
た
段
階
で
ま
た
説
明
し
ま
す
。

昨
年
の
主
な
事
業
は
、
北
九
州
な

ど
で
観
光
物
産
展
の
開
催
や
観
光
案

内
板
５
基
の
設
置
、
国
東
の
特
産
品
、

工
芸
品
の
24
品
目
に
観
光
協
会
で
お

墨
付
き
シ
ー
ル
を
作
り
、
そ
れ
を
貼

る
事
業
や
月
１
回
ず
つ
研
修
を
行
い
、

協
会
で
公
認
し
た
観
光
ガ
イ
ド
を
養

成
す
る
事
業
、
現
在
11
名
の
ガ
イ
ド
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
他
に
、「
国
東
半

島
」
を
歌
っ
た
松
前
ひ
ろ
子
さ
ん
を
観

光
親
善
大
使
に
任
命
を
し
て
国
東
市

を
宣
伝
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま

す
。
市
で
す
の
で
、
横
の
連
絡
に
つ
い

て
は
一
本
化
し
て
い
き
ま
す
。

５
社
に
草
刈
や
側
溝
の
土
砂
上
げ

を
委
託
し
て
い
ま
す
。
総
合
支
所
ご

と
に
発
注
、
入
札
し
て
契
約
を
し
ま

す
。昨

年
11
月
か
ら
10
対
1
体
制
に
移
行

し
ま
し
た
が
、
一
定
の
成
果
は
上
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、看
護
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
点
か
ら
も
好
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
独
居
老
人
世
帯
に
設
置

す
る
火
災
警
報
器
や
公
民
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
分
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
場
合
は
、
100
％
の
補
助
で
す
し
国

か
ら
の
指
示
が
ま
だ
な
い
の
で
、
一

般
財
源
か
ら
の
補
て
ん
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
７
月
補
正
で
議
決
さ
れ

た
予
算
の
公
共
投
資
に
係
る
分
、
例

え
ば
い
こ
い
の
村
国
東
、
安
岐
の
柔

剣
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

入
札
は
市
内
業
者
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
130
行
政
区
す
べ
て
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
要
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
、調
査
し
て
こ
の
事
業
を
進
め
、

平
等
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
今
後
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

抱
き
合
わ
せ
で
行
う
同
じ
事
業
で

す
。
人
件
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
名

が
ユ
ン
ボ
等
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
あ
と

６
名
が
１
日
９
，５
０
０
円
の
40
日
間

の
作
業
と
い
う
内
容
に
な
り
ま
す
。

今
、
農
業
委
員
会
で
市
内
全
体
の

耕
作
放
棄
地
の
調
査
を
行
い
、
そ
れ

を
も
と
に
、
税
務
課
で
現
況
に
合
わ

せ
た
課
税
を
行
う
た
め
、
市
内
全
域

の
荒
廃
農
地
等
の
現
況
地
目
の
見
直

し
を
し
ま
す
。

決算特別委員会を設置
県
営
圃
場
整
備
事
業
融
資
損
失
補

償
金
が
９
３
５
万
３
，１
３
７
円
と
高

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
徴
収
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Q

市
観
光
協
会
に
２
９
０
万
の
補
助
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
事

業
を
展
開
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
文
化

財
課
と
の
横
の
連
絡
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。

Q

A

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に

お
い
て
、
９
月
７
日
に
安
岐
町
で
行
わ

れ
た
説
明
会
に
つ
い
て
。

Q

市
民
病
院
の
看
護
体
制
に
つ
い
て
、

13
対
１
か
ら
10
対
１
体
制
と
な
っ
た

が
、
実
際
ど
ち
ら
が
経
営
的
に
好
ま

し
い
の
か
。

Q

市
道
維
持
管
理
委
託
料
の
内
容
と

委
託
先
に
つ
い
て
。

QA

AAA

決算特別委員会を設置

議
案
質
疑

議
案
質
疑

９
月
定
例
会

今
回
の
補
正
予
算
は
国
の
大
型
経
済

危
機
対
策
に
よ
り
予
算
が
つ
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
凍
結
、
廃
止
、
見
直
し

等
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
も
う
す
で
に

周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ
の

予
算
が
削
減
、
縮
小
と
な
っ
た
場
合
、

国
の
補
助
関
係
の
歳
入
欠
陥
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
が
、
一
般
財
源
を
つ
け

て
で
も
執
行
す
る
の
か
。

Q

緊
急
雇
用
対
策
の
防
火
水
槽
清
掃

委
託
料
と
経
済
危
機
対
策
の
防
火
水

槽
清
掃
資
機
材
リ
ー
ス
料
は
抱
き
合
わ

せ
の
事
業
と
考
え
て
よ
い
の
か
、ま
た
、

内
容
は
。

Q

緊
急
雇
用
対
策
の
一
つ
、
労
働
諸
費

の
荒
廃
農
地
現
況
地
目
デ
ー
タ
入
力
事

業
の
委
託
料
に
つ
い
て
、そ
の
内
容
は
。

Q

自
治
振
興
費
の
自
治
公
民
館
エ
ア
コ

ン
設
置
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
市
内
の

Q

業
者
を
使
う
の
か
、
他
に
ど
う
い
う
購

入
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

各
公
民
館
の
状
況
に
よ
っ
て
は
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
関
し
て
差
が
出
る
場
合
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
場
合
、
平
等
性

に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

★
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

AAA

A
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各
地
区
で
臨
時
職
員
を
採
用
し
た

た
め
、
学
校
ま
で
の
通
勤
手
当
を
減

額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
事
業
は

６
月
か
ら
始
ま
り
、
各
学
校
２
〜
３

週
間
程
度
で
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

あ
と
何
校
か
残
す
の
み
と
な
り
、
第

１
期
は
10
月
末
を
一
応
完
了
の
時
点

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

過
疎
地
域
自
立
支
援
の
計
画
書
に
当

初
予
算
時
点
で
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
で
す
。
変
更
も
可
能
か
と
思
い

ま
す
が
、
過
疎
債
、
合
併
特
例
事
業
債

の
申
請
時
期
と
の
絡
み
で
や
む
な
く
振

替
え
さ
せ
て
い
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
内
全
域
の
林
道
の
整
備

事
業
で
地
元
の
林
研
グ
ル
ー
プ
の
お

力
を
借
り
、
臨
時
職
員
等
を
公
募
し

て
市
直
営
で
行
い
ま
す
。

金
額
が
大
き
い
の
で
、
き
ち
ん
と
し

た
メ
ー
カ
ー
の
も
の
を
購
入
し
て
配
布

す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
地
元
の
方
々
に
も
経
済
的
な

効
果
が
出
る
よ
う
な
入
札
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

基
本
的
に
は
恒
久
的
な
施
設
整
備

に
係
る
も
の
に
ま
ず
投
資
を
と
い
う

こ
と
と
地
域
性
を
考
え
な
が
ら
地
域

に
合
っ
た
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
に
つ
い

て
は
、
実
施
計
画
を
３
年
単
位
で
立

て
て
各
年
度
ご
と
見
直
し
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
事

案
も
い
く
つ
か
今
回
の
対
策
の
中
に

織
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
は
全

体
的
に
緊
急
対
策
な
の
で
早
急
に
計

画
を
立
て
て
地
元
の
方
々
に
経
済
効

果
が
出
る
よ
う
政
策
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

当
地
は
、
付
近
に
道
の
駅
く
に
み
、

海
浜
公
園
、
総
合
運
動
施
設
等
が
あ

り
、
国
見
町
で
言
え
ば
賑
わ
い
の
場
で

あ
り
、
４
千
㎡
あ
る
市
有
地
を
利
用
し

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
等
も
利
用
で
き
る

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
つ
く
る
こ
と

で
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
市
直
営
で
な
く
、
委
託
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
も
上
げ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
行
政
区
ご
と
に
土
石

流
、
津
波
、
土
砂
災
害
、
避
難
場
所

等
を
載
せ
た
５
０
０
０
分
の
１
の
地

図
を
つ
く
り
、
全
戸
に
配
布
す
る
た

め
で
す
。

国
見
中
学
校
の
試
算
を
例
に
出
し

ま
す
と
、
発
電
電
力
量
は
年
間
で
２

万
ｋ
Ｗ
、
CO2
に
お
い
て
は
6.2
ｔ
排
出

抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
中
学

校
は
４
校
全
部
設
置
す
る
予
定
で
す
。

第
５
回
臨
時
会（
７
月
）

★
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

公
立
学
校
図
書
館
蔵
書
デ
ー
タ
作

成
事
業
の
15
万
円
の
減
額
の
理
由
と

デ
ー
タ
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

Q

防
火
貯
水
槽
新
設
事
業
に
つ
い
て
、

60
万
円
の
一
般
財
源
を
計
上
し
て
ま

で
も
過
疎
債
か
ら
合
併
債
の
ほ
う
に

切
り
替
え
た
理
由
と
、
そ
れ
な
ら
な

ぜ
過
疎
計
画
の
追
加
事
業
で
は
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

Q

労
働
諸
費
の
林
道
環
境
整
備
事
業

の
内
容
と
委
託
先
は
。

Q

小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
（
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
・
電
子
黒
板
）
購
入
や
太
陽
光

発
電
設
置
に
お
け
る
業
者
選
定
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
景
気
対
策
も
含
め
ど
う

い
う
考
え
方
な
の
か
。

Q

今
回
は
大
変
大
き
な
大
型
補
正
で

あ
る
が
、
そ
の
予
算
づ
け
と
な
っ
た

市
長
の
方
針
と
昨
年
つ
く
っ
た
国
東

市
の
総
合
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
る
の
か

ど
う
か
。

Q

道
の
駅
く
に
み
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
整
備
工
事
の
事
業
形
態
、
ま
た
事

業
計
画
に
つ
い
て
。

Q

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
、
ま
だ
７
０
０
万

円
も
か
か
る
の
か
。

Q

小
・
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
置
工

事
に
関
し
て
、
エ
コ
対
策
な
の
は
わ

か
る
が
、
学
校
現
場
で
本
当
に
必
要

な
の
か
。
つ
け
た
場
合
に
ど
れ
だ
け

の
効
果
が
で
る
の
か
。

Q

A

A AA

AA

AA
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議員

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て

議
員　

市
内
の
発
症
状
況
は
。

生
活
福
祉
部
長　

国
の
方
針
に
よ
り

現
数
把
握
を
行
わ
な
く
な
り
、
集
団

感
染
に
つ
い
て
も
８
月
25
日
以
降
医

師
か
ら
の
届
出
義
務
が
不
要
と
な
っ

た
の
で
詳
細
な
把
握
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

議
員　

医
療
体
制
の
整
備
状
況
は
。

生
活
福
祉
部
長　

入
院
用
病
床
数
は

4
3
9
床
、
人
工
呼
吸
器
は
市
民
病

院
10
台
、
あ
お
ぞ
ら
病
院
３
台
、
国

見
病
院
１
台
、
消
防
署
に
携
帯
用
２

台
で
す
。
市
内
医
師
会
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。

議
員　

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
、

予
防
資
機
材
の
確
保
状
況
並
び
に
学

校
で
の
予
防
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

職
員
は
現
場
や
窓

口
で
対
応
す
る
た
め
の
防
護
服
や
マ

ス
ク
は
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

教
育
次
長　

市
の
対
策
本
部
か
ら
緊

急
用
の
マ
ス
ク
２
千
枚
と
手
洗
い
薬

用
石
鹸
6
3
0
個
を
各
学
校
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

議
員　

重
症
化
し
た
場
合
の
対
応
策

は
。

生
活
福
祉
部
長　

ワ
ク
チ
ン
は
10
月

下
旬
以
降
に
接
種
可
能
と
な
り
ま
す
が

絶
対
量
が
不
足
し
て
い
る
た
め
国
の
指

針
に
従
っ
て
接
種
を
進
め
た
い
。

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

議
員　

土
石
流
等
発
生
と
危
険
箇
所

の
現
状
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

土
石
災
害
特
別
警
戒
区

域
36
箇
所
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

２
箇
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

が
実
施
す
る
火
山
砂
防
事
業
で
、
本

年
度
安
岐
町
で
３
箇
所
施
工
中
で

す
。
来
年
度
は
、
国
東
町
で
１
箇
所

予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
順
次
整

備
の
予
定
で
す
。

議
員　

予
防
治
山
ダ
ム
の
整
備
状
況

は
。

産
業
商
工
部
長　

合
併
か
ら
平
成
20

年
度
ま
で
11
地
区
で
、
総
事
業
費
３

億
９
，
３
３
６
万
６
千
円
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
新
規
事
業
と

し
て
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山

事
業
を
３
地
区
で
計
画
し
て
い
ま

す
。

議
員　

洪
水
被
害
予
知
対
策
は
。

総
務
部
長　

気
象
警
報
発
令
時
に
本

庁
の
防
災
担
当
職
員
２
名
に
瞬
時
に

情
報
把
握
が
出
来
る
24
時
間
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

防
災
無
線
等
の
有
効
活
用

は
。

総
務
部
長　

災
害
時
に
は
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
情
報
を
即
時
に
流
せ
る

よ
う
本
庁
、
各
総
合
支
所
に
担
当
職

員
を
配
置
し
て
災
害
に
備
え
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

丸小野宣康

国見町西方寺地区の治山ダム

一 般 質 問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
医
療
体
制
は

　
　

― 

市
内
医
師
会
が
連
携
し
て
対
応 

―
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議
員　

昨
年
度
は
市
税
の
徴
収
率
は

下
が
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
と
対

策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

景
気
の
低
迷
に
よ
る
市

民
税
、
そ
れ
か
ら
企
業
の
低
迷
に

よ
る
固
定
資
産
税
等
が
主
な
要
因

で
す
。
対
策
と
し
て
は
、
徴
収
業

務
の
改
善
を
図
る
た
め
、
大
分
県

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
県
職
員
の

助
言
、
指
導
を
受
け
、
本
庁
の
税

務
課
並
び
に
総
合
支
所
を
統
一
的

に
今
後
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
改
善
計
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

議
員　

活
力
あ
る
国
東
市
の
構
築
へ

向
け
て
今
後
ど
ん
な
施
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

企
画
部
長　

今
後
の
主
要
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
の
実
施

計
画
や
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
で

あ
る
事
業
を
取
り
入
れ
、
優
先
順

位
を
審
議
し
、
事
業
遂
行
を
図
っ

て
い
ま
す
。

議
員　

小
規
模
集
落
対
策
の
専
門
部

を
設
け
て
、
き
め
の
細
か
い
支
援

策
を
進
め
る
考
え
は
。

企
画
部
長　

今
年
度
、
市
内
19
の
小

規
模
集
落
に
集
落
支
援
員
を
設
置

し
、
各
集
落
の
課
題
な
ど
現
状
を

把
握
し
、
次
年
度
以
降
、
具
体
的

な
実
施
事
業
の
計
画
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

議
員　

今
ま
さ
に
旬
の
カ
ボ
ス
を
市

内
全
域
の
荒
廃
園
、
耕
作
放
棄
地

に
植
栽
推
進
す
る
考
え
は
な
い

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
商
工
部
長　

市
と
し
て
は
何
ら

か
の
作
物
の
作
付
け
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

農
家
状
況
を
考
え
た
時
に
、
す
べ

て
の
面
積
に
カ
ボ
ス
を
推
進
す
る

の
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
無
理
に
推
進
し
て
も
過
去

の
よ
う
に
な
る
事
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
や
る
気
の
あ
る
農
業
者

や
企
業
等
に
よ
る
推
進
が
一
番
の

方
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ハ
マ

ノ
果
香
園
に
は
通
常
の
管
理
や
果

実
の
収
穫
な
ど
地
元
雇
用
で
お
願

い
し
て
お
り
、
会
社
と
し
て
も
地

元
雇
用
の
最
優
先
を
了
解
し
て
い

ま
す
。

小原のカボス団地

一 般 質 問

市
税
の
徴
収
率
低
下
の
原
因
と
対
策
は

　

― 

本
庁
の
税
務
課
並
び
に
総
合
支
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
一
的
に
改
善 

―
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○
委
託
料
の
見
直
し

議
員　

委
託
料
の
支
出
の
問
題
に
対

し
て
精
査
し
見
直
し
さ
れ
て
き
て

い
る
の
か
。

土
木
建
設
部
長　

市
の
事
業
の
中
で

ほ
と
ん
ど
の
部
局
に
見
ら
れ
る
委

託
料
は
数
多
く
あ
り
、
専
門
知

識
・
資
格
が
必
要
な
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
外
部
発
注
し
か
選
択
肢

が
な
い
も
の
が
多
い
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

議
員　

自
前
で
出
来
る
も
の
と
専
門

家
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
見
直
す
必
要
は

生
活
福
祉
部
長　

市
の
職
員
で
対
応

可
能
な
も
の
も
少
数
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

精
査
す
る
中
で
対
応
す
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、

技
術
を
持
っ
た
職
員
も
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
職
員
を
中
心
に
し
て

出
来
る
分
に
つ
い
て
は
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

議
員　

今
後
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

を
採
用
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

委
託
料
を
自
前
で
出
来
る
体
制
が

い
い
の
で
は
。

市
長　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
私

と
い
た
し
ま
し
て
も
そ
の
よ
う
な

方
向
で
専
門
技
術
者
等
を
採
用
し

て
い
き
、
こ
の
よ
う
な
費
用
を
抑

え
て
い
く
よ
う
な
手
立
て
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
県
の
公
共
工
事
事
業
費
事

務
負
担
金

議
員　

県
の
公
共
事
業
の
一
部
を
市

町
村
が
負
担
し
て
い
る
負
担
金
を

見
直
す
よ
う
県
市
長
会
は
ど
の
よ

う
に
協
議
さ
れ
て
い
る
の
か
。

土
木
建
設
部
長　

県
の
市
長
会
と
し

て
も
秋
の
定
例
会
の
場
で
負
担
金

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
要
望
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

○
団
体
生
命
保
険
料
の
還
付

金
議
員　

団
体
生
命
保
険
料
の
事
務
手

数
料
は
年
間
い
く
ら
還
付
さ
れ
て

い
る
の
か
。

総
務
部
長　

20
年
度
決
算
で
申
し
上

げ
ま
す
と
事
務
手
数
料
は
3
4
3

万
円
ほ
ど
で
す
。

議
員　

平
成
６
年
当
時
、
消
防
署
の

広
域
圏
の
事
務
局
で
の
問
題
は
ど

の
よ
う
な
決
着
を
つ
け
た
の
か
。

消
防
長　

消
防
本
部
で
調
査
い
た
し

ま
し
た
。
取
り
扱
い
で
不
適
正
な

面
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
何
分
に
も
15
年
前

の
こ
と
で
全
容
解
明
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

綾部　敦 議員

県道国東安岐線改良事業

一 般 質 問

外
部
へ
の
委
託
料
の
圧
縮
は

　
　

― 

自
前
で
出
来
る
専
門
技
術
者
を
採
用 

―
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くにみ農産加工（有）

野田　忠治 議員

○
市
内
の
農
産
加
工
場
等
の

取
り
組
み
は

議
員　

農
業
振
興
の
一
環
と
し
て
先

の
議
会
で
、
地
元
産
の
野
菜
等
を

学
校
給
食
や
市
内
直
売
所
で
、
消

費
及
び
販
売
促
進
の
取
り
組
み
を

質
問
し
た
。

　
　

そ
の
結
果
、
先
般
の
報
告
で
、

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
地
元
野

菜
の
使
用
率
も
上
が
り
、
一
定
の

成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

今
回
は
さ
ら
に
、
地
元
農
産
物

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
市
内

に
有
す
る
加
工
場
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　

現
在
く
に
み
農
産
加
工
で
は
地

元
産
の
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
調
達

し
、
加
工
販
売
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
納
入
農
家
の
高
齢

化
や
労
働
力
不
足
等
で
十
分
な
納

入
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
加
工
所

で
も
地
元
で
充
分
な
納
入
が
あ
れ

ば
地
元
産
を
使
用
し
た
い
と
い
っ

て
い
る
。

　
　

今
後
の
地
産
地
消
の
推
進
と
し

て
、
労
働
力
の
確
保
、
コ
ス
ト
の

安
定
面
等
を
勘
案
し
、
団
地
化
、

集
落
営
農
等
を
有
効
活
用
し
た
契

約
栽
培
等
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

と
思
う
。
合
わ
せ
て
加
工
所
等
の

整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
東

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
発
展

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
今
後
の
取

り
組
み
、
考
え
は
。

産
業
商
工
部
長　

く
に
み
農
産
加
工

は
農
産
物
の
地
産
地
消
や
養
豚
農

家
の
経
営
安
定
、
雇
用
の
確
保
の

場
と
し
て
設
立
さ
れ
、
国
東
市
内

の
原
料
供
給
は
、
J
A
加
工
野
菜

部
会
が
中
心
で
、
国
見
町
が
主
体

で
、
タ
マ
ネ
ギ
、
大
根
、
バ
ジ
ル

等
を
中
心
に
供
給
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
国
東
産
、
市
内
産
は
、

供
給
時
期
が
限
定
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
県
外
産
に
頼
る
こ
と
も
原
因

の
一
つ
で
す
。

　
　

年
間
安
定
供
給
す
る
た
め
に

は
、
品
質
保
管
用
貯
蔵
庫
の
整
備

が
必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
市
で
は
、
年
間
の
生
産

が
安
定
し
て
出
来
に
く
い
こ
と
も

市
内
産
減
少
の
要
因
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
部
会
を
中
心
と
し
た
生

産
拡
大
や
県
に
依
頼
し
、
加
工
野

菜
生
産
者
の
斡
旋
な
ど
に
つ
い

て
、
く
に
み
農
産
加
工
や
関
係
機

関
と
協
議
を
し
て
、
設
立
当
時
の

目
的
を
果
た
す
よ
う
に
前
向
き
に

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一 般 質 問

第
一
次
産
業
発
展
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　

地
産
地
消
の
振
興
を

　
　

― 

部
会
を
中
心
と
し
た
生
産
拡
大
等 

―
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○
市
道
の
管
理
に
つ
い
て

議
員　

市
道
修
復
の
見
通
し
は
。

土
木
建
設
部
長　

現
在
56
件
の
要
望

書
が
出
て
い
ま
す
が
、
23
件
は
未

処
理
で
す
。
改
良
や
修
繕
に
つ
い

て
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
計
画
を

立
て
ま
す
。
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

と
財
源
等
を
総
合
的
に
判
断
し
計

画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

市
道
の
草
刈
り
等
管
理
報
奨

金
の
見
直
し
は
。

土
木
建
設
部
長　

県
下
で
は
高
い
単

価
で
す
。
こ
れ
以
上
の
上
積
み
は

大
変
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
梅
園
の
里
の
未
払
い
金
問

題
に
つ
い
て

議
員　

進
展
状
況
に
つ
い
て
。

産
業
商
工
部
長　

現
在
県
外
の
法
人

か
ら
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
裁
判
中
で

あ
る
の
で
、
市
と
し
て
は
司
法
の

判
断
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　

指
定
管
理
者
は
未
払
い
金
の

支
払
い
能
力
は
あ
る
の
か
。

産
業
商
工
部
長　

支
払
い
義
務
は
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

解
決
に
向
け
市
の
方
針
を
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
商
工
部
長　

16
業
者
に
９
２
７

万
２
，
５
４
３
円
の
未
払
い
金
と

な
り
ま
す
。
本
件
の
売
買
契
約

は
、
農
林
業
者
と
梅
園
の
里
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
締
結
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
司
法
判
断
の
結
果
に

よ
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

議
員　

市
民
の
健
康
と
医
療
費
の
削

減
の
た
め
公
費
助
成
を
。

生
活
福
祉
部
長　

特
に
、
高
齢
者
の

方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し

た
４
分
の
１
の
方
が
、
細
菌
性
肺

炎
に
か
か
り
や
す
く
重
症
化
す
る

と
い
わ
れ
て
お
り
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
有
用
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
　

関
係
機
関
等
協
議
し
な
が
ら
公

費
助
成
の
必
要
性
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
長　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
公
費
助
成
し
て
施
行
し
た
と
こ

ろ
、
ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
っ
た
高
齢

者
医
療
費
が
８
０
０
位
ま
で
下
が

っ
た
町
が
あ
り
ま
す
。

白石　德明 議員

　私たちの身の回りには、細菌やウイルスなど、目に
見えない微生物が数多くいます。肺炎球菌はその中の
ひとつです。
　肺炎球菌は健康な人の鼻や咽喉にもよく見つかりま
すが、症状に出ない人が多く、その様な人も体力が落
ちている時やご高齢になって免疫力が弱くなってくる
と症状を引き起こします。肺炎球菌が引き起こす主な
病気としては、肺炎、気管支炎などの呼吸器感染症や
副鼻腔炎、中耳炎、髄膜炎、敗血症などがあります。

肺炎球菌ってなあに？

一 般 質 問

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
は

　
　

― 

助
成
の
必
要
性
を
検
討 

―　
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議員堤　康二郎

○
学
校
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト

議
員　

国
東
市
学
校
幼
稚
園
教
育
環

境
整
備
計
画
（
21
年
３
月
策
定
）

で
は
、
平
成
23
年
度
に
大
恩
小
、

来
浦
小
と
富
来
小
の
統
合
。
平
成

24
年
度
よ
り
、
国
見
町
、
武
蔵
町

で
小
学
校
の
統
合
を
検
討
開
始
と

な
っ
て
い
る
。
安
岐
中
央
小
、
国

東
中
等
の
統
合
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
か
。

教
育
長　

メ
リ
ッ
ト
は
少
人
数
の
固

定
し
た
友
人
関
係
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
も
の
が
、
多
く
の
児
童
と
交

わ
り
人
間
関
係
能
力
の
育
成
、
施

設
等
が
整
い
意
欲
的
に
学
習
で
き

る
よ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
メ
リ

ッ
ト
は
、
き
め
細
か
い
指
導
が
で

き
な
い
こ
と
、
旧
校
区
の
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
が
こ
ま
め
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト

の
解
消
策
と
し
て
、
少
人
数
で
の

指
導
、
放
課
後
等
の
個
別
指
導
を

行
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
で
は
、

地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

○
中
学
生
の
保
護
者
へ
の
援

助
を

議
員　

中
学
生
に
な
る
と
児
童
手
当

が
な
く
な
り
、
出
費
が
か
さ
ん
で

く
る
。
給
食
費
の
一
部
で
も
援
助

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

市
の
財
政
状
況
も
あ
り
、

幼
稚
園
、
小
学
校
と
の
バ
ラ
ン
ス

も
あ
り
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
生
活
環
境
に
つ
い
て

議
員　

倒
壊
し
そ
う
な
空
家
が
、
近

所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
空
家

の
実
態
を
把
握
し
、
対
処
し
て
い

る
か
。

総
務
部
長　

市
内
の
実
態
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。
管
理
放
棄
さ
れ
た

土
地
、
住
宅
等
に
つ
い
て
は
住
民

の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
地
方
公

共
団
体
等
が
弾
力
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
法
整
備
や
財
政
措
置
を
講

ず
る
よ
う
に
、
国
に
対
し
要
望
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
通
学
路
に
つ
い
て

議
員　

国
東
中
学
校
へ
の
富
来
か
ら

の
通
学
路
で
歩
道
の
草
刈
り
や
防

犯
灯
、
国
東
小
学
校
下
の
市
道
豊

崎
線
の
歩
道
拡
幅
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
が
。

教
育
総
務
課
長　

国
道
の
歩
道
は
、

県
の
管
理
で
あ
り
学
校
と
連
絡
を

取
り
対
処
し
ま
す
。

土
木
建
設
部
長　

市
道
は
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
意
味
か
ら
、
現

場
を
調
査
し
関
係
各
所
と
協
議
し

対
応
し
ま
す
。

国東小前の歩道

一 般 質 問

通
学
路
の
安
全
確
保
を

　

― 

関
係
各
所
と
連
絡
・
協
議
し
対
応
す
る 

―
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堀田　一則 議員

○
指
定
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
に

つ
い
て

議
員　

ゴ
ミ
袋
の
価
格
は
近
隣
の
市

町
村
に
比
べ
約
倍
近
く
し
て
い

る
。
袋
に
企
業
名
を
印
刷
し
宣
伝

料
を
頂
く
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
」
や
全
国
の
市
町
村
会
等
に
呼

び
か
け
合
同
で
発
注
す
る
等
の
値

下
げ
努
力
を
し
て
き
た
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

昨
年
度
の
販
売
額

は
４
，
４
５
７
万
２
千
円
ほ
ど
で

あ
り
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
に
２
，
８
０
０
万
円
ほ
ど

使
っ
て
お
り
ま
す
。
修
繕
費
が

年
々
か
さ
ん
で
お
り
、
今
し
ば
ら

く
維
持
管
理
の
た
め
に
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
市
役
所
周
辺
の
駐
車
場
の

有
料
化
に
つ
い
て

議
員　

当
市
で
は
職
員
利
用
の
駐
車

場
に
年
間
多
額
の
賃
料
を
支
払
っ

て
い
る
。
高
知
県
南
国
市
で
は

「
利
用
協
力
金
」
と
し
て
職
員
や

議
員
に
一
人
月
千
円
も
ら
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
行
革
の
折
、
ま

た
、
職
員
の
健
康
と
地
球
温
暖
化

の
た
め
、
い
く
ら
か
の
負
担
を
協

力
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

市
が
借
り
入
れ
賃
借
料
を
支
払
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
行
財

政
の
面
か
ら
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
、
行
財
政
改
革
の
中
で
総
合
的

に
今
後
判
断
し
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

○
公
立
幼
稚
園
、
保
育
所
並

び
に
児
童
館
の
民
営
化
に

つ
い
て

議
員　

小
子
化
と
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
充
実
に
よ
り
そ
れ
ら
の
施
設

の
役
割
が
中
途
半
端
と
な
り
過
剰

な
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。い
よ
い

よ
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
は
民

間
も
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
が
。

教
育
次
長　

市
の
学
校
教
育
審
議
会

の
答
申
で
は
、
園
児
数
の
少
な
い

幼
稚
園
と
公
立
の
保
育
所
と
の
幼

保
一
元
化
を
し
て
い
る
の
で
民
営

化
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
市
の
公
立
幼
稚
園
、
保

育
所
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
お
り
、
規
則
の
制
定
を
し

た
の
で
、
そ
の
中
で
幼
保
一
元
化

等
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所
長　

児
童
館
の
民
営
化

に
つ
い
て
は
、
公
立
、
私
立
に
か

か
わ
ら
ず
、
人
件
費
に
対
し
て

国
・
県
か
ら
補
助
金
が
な
い
の
で

民
営
化
の
選
択
肢
は
難
し
い
と
思

慮
し
て
い
ま
す
。

【近隣のゴミ袋の値段比較】

国東市
宇佐市
豊後高田市
杵築市

42円
30円
25円
21円

31.5円
22円
15円
10.5円

可燃ごみ
（大）

可燃ごみ
(小)

一 般 質 問

職
員
・
議
員
の
市
役
所
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　

有
料
化
の
考
え
は
…

　

― 

行
財
政
改
革
の
中
で
総
合
的
に
判
断
し
た
い 

―
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当
委
員
会
で
審
査
い
た
し
ま
し
た
案

件
は
、
今
回
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案

２
件
で
あ
り
ま
す
。
当
委
員
会
は
、
去

る
９
月
17
日
に
開
催
し
、
担
当
部
課
長

ほ
か
関
係
職
員
の
出
席
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
議

案
第
98
号
平
成
21
年
度
国
東
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
関
係
部

分
、
議
案
第
１
０
０
号
平
成
21
年
度
国

東
市
立
国
東
自
動
車
学
校
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
案
２
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
尚
、
色
々
と
意
見
が
出
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
２
件
ほ
ど
そ
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
２
款
自
治

振
興
費
、
地
区
公
民
館
へ
の
空
調
設
備

等
設
置
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
市
内

の
業
者
が
潤
う
よ
う
な
方
法
を
考
え
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
な
い
行
政
区

に
対
す
る
補
助
は
、
22
年
度
に
な
れ
ば

一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
と
な
る
の

で
、
年
度
内
に
交
付
す
べ
き
で
あ
る
。

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
既
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
は
ど

う
す
る
の
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
本
年

の
４
月
１
日
以
降
設
置
分
の
み
対
象
と

す
る
と
の
回
答
で
あ
り
、
補
助
額
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
入
札
で

の
１
台
当
た
り
の
価
格
と
す
る
と
の
事

で
あ
っ
た
。
２
台
目
の
設
置
に
補
助
で

き
な
い
の
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
以

上
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

当
委
員
会
は
去
る
９
月
17
日
に
開
催

し
教
育
次
長
、
関
係
課
長
の
出
席
説
明

を
求
め
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
今
回
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
第

98
号
「
平
成
21
年
度
国
東
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
関
係
部
分
」

並
び
に
議
案
第
１
１
４
号
「
損
害
賠
償

の
和
解
に
つ
い
て
」
の
両
案
件
に
つ
い

て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
但
し
、
議
案

第
１
１
４
号
に
の
み
意
見
並
び
に
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
昨
年

の
５
月
に
市
内
の
幼
稚
園
内
の
遊
具
に

お
い
て
発
生
し
た
事
故
に
関
す
る
も
の

で
、
今
回
の
定
例
議
会
が
開
始
す
る
前

の
９
日
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
和

解
金
額
を
新
聞
紙
上
に
て
大
き
く
見
出

し
に
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
金
額
の
み
が
一
人
歩
き
し
、
結

果
、
当
事
者
並
び
に
関
係
者
に
過
大
な

る
迷
惑
を
お
こ
し
か
ね
な
い
。
「
報
道

の
自
由
」
と
は
い
え
報
道
関
係
者
を
始

め
市
の
対
応
も
出
来
る
限
り
先
方
の
心

情
を
十
分
配
慮
し
、
慎
重
か
つ
、
思
い

や
り
の
心
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

又
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
当
委
員
会
だ

け
で
な
く
市
全
体
と
し
て
同
じ
事
の
起

こ
ら
な
い
よ
う
適
切
な
対
応
を
す
べ
く

各
所
に
通
達
す
べ
き
。
と
の
意
見
及
び

要
望
が
あ
っ
た
事
を
こ
こ
に
報
告
い
た

し
ま
す
。

平
成
21
年
９
月
議
会
に
審
査
を
付
託

さ
れ
た
生
活
福
祉
部
関
係
議
案
、
平
成

21
年
度
国
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
の
関
係
部
分
外
９
議
案
、

福
祉
事
務
所
の
平
成
21
年
度
国
東
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
、
市
民

病
院
の
平
成
21
年
度
国
東
市
民
病
院
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て
、
９
月
18
日
鶴
川
庁
舎
に
て
委

員
会
を
開
催
し
慎
重
な
る
審
議
を
行

い
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
審
議
の
中
で
、
市
民
病
院
の
改

築
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
敷
地
内
に
あ

る
市
道
の
位
置
変
更
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
地
域
医
療
と
の
連
携
が
う

ま
く
機
能
す
る
よ
う
に
、
医
師
会
の
事

務
所
を
病
院
内
に
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
医
師
の
確
保
に
も
全
力
を
あ
げ
る

べ
き
。
耐
震
を
考
え
た
施
行
を
考
え
て

は
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
各
案
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
去
る
９
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
で
意
見
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
略
を
あ
わ
せ
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
98
号　

国
東
市
一
般
会
計
補

正
予
算
第
３
号
中
、
農
業
委
員
報
酬
の

補
正
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
農
業

委
員
の
任
期
の
起
算
が
３
月
31
日
か
ら

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
改
選
の
年
に
限

り
３
月
31
日
の
１
日
分
の
報
酬
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
任
期
は
変

更
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
報
酬
を
支
払
う

条
例
を
改
正
す
れ
ば
可
能
か
と
思
い
ま

す
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

委
員
長　

丸
小
野　

宣
康

文
教
委
員
会

委
員
長　

堀
田　

一
則

厚
生
委
員
会

委
員
長　

唯
有　

幸
明

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　

吉
松　

京
一

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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山村留学を行っている星の自然の家

次
に
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な

く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
ま
し

た
請
願
第
９
号
「
協
同
出
資
・
協
同
経

営
で
働
く
協
同
組
合
法
」
（
仮
称
）
の

速
や
か
な
制
定
に
つ
い
て
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願　

に
つ
い
て
は
、
紹

介
議
員
の
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

７
月
28
日
か
ら
30
日
の
三
日
間
、
福

岡
県
の
星
野
村
、
熊
本
県
の
宇
城
市
、

宮
崎
県
の
西
都
市
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

星
野
村
は
人
口
約
３
，３
０
０
人
の

お
茶
と
棚
田
が
有
名
な
山
村
地
区
で

す
。
地
元
小
学
校
の
廃
校
を
無
く
す
た

め
20
年
前
か
ら
山
村
留
学
に
取
り
組

み
、
今
で
は
都
会
か
ら
毎
年
20
名
前
後

の
生
徒
が
転
入
し
卒
業
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
親
と
離
れ
、
朝
６
時
起
床
、
９

時
就
寝
、
交
替
で
掃
除
洗
濯
を
し
、
ゲ

ー
ム
も
禁
止
と
い
っ
た

「
我
慢
ば
か
り
の
共
同

生
活
」
で
す
が
、
教
科

書
に
な
い
多
く
の
も
の

を
体
験
し
吸
収
し
て
帰

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
経

験
が
将
来
の
人
生
の
中

で
「
よ
り
よ
く
生
き

る
」
き
っ
か
け
に
確
実

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
棚

田
も
そ
う
で
す
が
何
が
な
ん
で
も
地
域

を
守
る
ん
だ
と
い
う
地
元
住
民
の
強
い

意
識
と
協
力
。
入
校
す
る
条
件
と
し
て

親
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
「
本
人
の
希
望
」
と
い
う
コ
ダ
ワ
リ

に
「
人
を
育
て
る
」
と
い
っ
た
原
点
を

感
じ
強
く
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

熊
本
県
宇
城
市
で
は
「
市
民
あ
げ
て

の
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。
縦
は
子
供
か
ら
大
人

そ
し
て
老
人
ま
で
、
横
は
農
業
、
商
工

業
を
始
め
市
内
全
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

取
り
組
み
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
地
域
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
積
極
的
に

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
あ
る
商
店
街
で

は
商
工
会
が
中
心
に
町
づ
く
り
委
員
会

を
結
成
、
空
き
店
舗
を
解
放
し
地
域
活

性
化
講
演
会
や
、
児
童
の
学
習
発
表
会

を
実
施
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
児
童

も
地
域
貢
献
と
し
て
子
供
か
ら
見
た
環

境
問
題
や
商
店
街
活
性
化
等
の
問
題
を

考
え
指
摘
し
提
案
し
て
い
ま
す
。
地
域

と
の
絆
が
昔
の
よ
う
に
蘇
っ
て
お
り
ま

す
。過

疎
、
少
子
高
齢
化
に
何
事
か
ら
も

逃
げ
て
い
る
の
は
住
民
で
あ
り
、
こ
の

地
区
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
持

ち
、
活
性
化
し
て
ゆ
く
の
も
住
民
で

す
。
つ
ま
り
諦
め
た
ら
そ
こ
で
終
わ

り
、
ま
ず
自
分
の
周
り
か
ら
で
き
る
事

を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
広
げ
る
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

西
都
市
で
は
４
世
紀
頃
か
ら
東
西

２
．６
ｋ
ｍ
、
南
北
４
．２
ｋ
ｍ
に
か

け
、
４
０
０
有
余
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
を

し
た
古
墳
が
点
在
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
の
「
古
墳
ま
つ
り
」
は
昨
年
22
年
目

を
向
か
え
地
元
の
青
年
が
作
る
実
行
委

員
会
が
「
日
本
一
の
ま
つ
り
」
を
テ
ー

マ
に
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
組

織
や
団
体
が
参
加
し
夜
遅
く
ま
で
松
明

の
も
と
で
壮
大
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。参

加
し
て
い
る
子
供
達
が
夢
に
向
か

い
一
生
懸
命
に
汗
を
流
す
大
人
の
背
中

を
見
て
い
ろ
ん
な
事
を
学
び
、
考
え
、

育
ち
次
の
世
代
へ
と
ま
た
独
自
の
夢
と

と
も
に
確
実
に
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
ら

の
大
切
さ
を
今
回
の
視
察
で
強
く
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
８
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
新

潟
県
見
附
市
と
長
野
県
川
上
村
へ
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

見
附
市
で
は
「
日
本
一
健
康
な
ま
ち

を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

【
食
育
】
【
運
動
】
【
生
き
が
い
】

【
検
診
】
を
４
本
柱
に
、
い
き
い
き
健

康
づ
く
り
計
画
を
作
成
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
【
食
育
】
の
事
業
で
は
、
昭

和
30
年
代
の
日
本
食
を
見
直
し
、
日
本

型
食
生
活
の
普
及
に
つ
と
め
、
安
全
な

食
材
の
確
保
の
た
め
に
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
を
育
成
し
、
減
農
薬
野
菜
の
生
産
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
【
運
動
】
の
事
業

で
は
、
定
期
的
に
継
続
し
て
運
動
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
人
の
割
合
を
増
や

す
た
め
月
額
２
千
円
の
受
講
料
で
、
中

高
年
向
け
の
健
康
運
動
教
室
を
実
施

し
、
寝
た
き
り
予
防
と
健
康
維
持
増
進

を
は
か
り
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
げ

文
教
委
員
会

委
員
長　

堀
田　

一
則

委
員
会
視
察
報
告

厚
生
委
員
会

委
員
長　

唯
有　

幸
明
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新潟県佐渡市での研修

健康づくりの拠点となるネーブルみつけ

次
に
高
原
レ
タ
ス
で
高
い
収
益
を
上

げ
る
川
上
村
で
は
、
農
家
へ
の
子
育
て

支
援
と
し
て
の
学
童
保
育
や
医
療
費
の

全
額
補
助
な
ど
に
早
く
か
ら
取
り
組

み
、
県
外
か
ら
嫁
い
で
来
る
若
い
女
性

が
多
く
、
合
計
特
殊
出
生
率
１
．
８
３

と
高
く
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
て

い
ま
す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
16
万
円
と
低
く
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化

し
た
「
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
か
わ
か
み
」

の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
施
設
内
に
は
保
健
福
祉

課
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
協
、
診

療
所
さ
ら
に
全
国
的
に
珍
し
い
村
営
の

鍼
灸
施
術
所
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

な
ど
を
併
設
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
健
康
や
福
祉
に
関
し
て
、
１
箇

所
で
集
中
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
施
設
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。今

回
の
視
察
で
改
め
て
感
じ
た
こ
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
し
て
も
、
健
康
づ

く
り
に
し
て
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
自
治
体
独
自
の
施
策
を
打
ち
出
し
、

事
業
を
推
進
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。７

月
28
日
、
産
業
建
設
委
員
全
員
出

席
の
も
と
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
最
大
の
離
島
佐
渡
市
は
、
海
は
抜

群
の
透
明
度
を
誇
る
数
多
く
の
海
水
浴

場
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
有
し
、
自
然

公
園
（
国
、
県
）
に
指
定
さ
れ
、
歴
史

と
文
化
、
自
然
が
マ
ッ
チ
し
た
ト
キ
の

街
で
す
。
委
員
会
は
、
佐
渡
市
に
お
け

る
「
美
し
く
や
さ
し
い
島
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま
し

た
。ま

ず
、
び
っ
く
り
し
た
事
は
、
市
民

大
学
の
中
に
「
環
境
」
だ
け
を
学
ぶ
大

学
講
座
を
開
催
し
て
い
る
事
で
し
た
。

そ
の
中
の
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
「
ど

う
な
る
地
球
温
暖
化
と
食
糧
、
農
業
生

産
」
、
「
自
然
再
生
と
自
然
保
護
」
と

い
う
演
題
で
、
内
容
が
か
な
り
高
度
な

の
に
驚
き
と
、
た
め
息
が
出
ま
し
た
。

市
民
の
環
境
に
対
す
る
関
心
度
が
地
方

に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
様
に
思

え
ま
し
た
。

ま
た
、
私
達
で
も
す
ぐ
取
り
組
め
る

空
き
缶
、
た
ば
こ
、
ガ
ム
、
飼
い
犬
の

糞
等
の
「
ポ
イ
捨
て
防
止
運
動
」
を
行

え
ば
、
一
人
一
人
の
考
え
だ
け
で
、
こ

れ
だ
け
で
も
１
０
０
％
達
成
で
き
る
と

国
東
市
も
随
分
変
わ
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

２
日
目
、
人
口
４
７
，０
０
０
人
の

新
潟
県
阿
賀
野
市
は
、
３
つ
の
こ
じ
ん

ま
り
と
し
た
温
泉
街
を
有
し
、
県
立
自

然
公
園
を
中
心
に
、
環
境
保
全
農
業
に

よ
っ
て
安
心
、
安
全
、
新
鮮
で
食
と
温

泉
と
白
鳥
の
街
で
す
。
ホ
テ
ル
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
「
あ
た
た
か
い
も

て
な
し
」
と
し
て
新
潟
の
奥
座
敷
と
し

て
人
気
度
バ
ツ
グ
ン
で
す
。
特
に
代
表

的
な
名
所
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
て
い
る
湿
原
の
瓢
湖
が
あ

り
、
24
ha
が
整
備
さ
れ
、
春
の
桜
、

夏
の
菖
蒲
、
夏
の
蓮
、
冬
の
白
鳥
と
年

間
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
客
が
訪
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

私
達
委
員
会
が
２
日
間
学
ん
だ
事

は
、
人
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
が
い
か

に
必
要
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
市

民
一
人
一
人
に
理
解
で
き
な
け
れ
ば
実

現
で
き
な
い
し
、
意
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
機
会

が
あ
る
毎
に
「
人
に
優
し
い
環
境
づ
く

り
」
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
行
い
、

「
市
民
全
員
の
参
加
」
の
も
と
、
こ
う

し
た
事
業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　

吉
松　

京
一

て
い
ま
し
た
。
【
生
き
が
い
】
事
業
で

は
、
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
悠
々
ラ
イ
フ
）
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

趣
味
を
生
か
し
た
教
室
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
地
域
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
応
援
し
て
い
ま
す
。
国
東
市
に
お
い

て
も
「
健
康
づ
く
り
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
具
体
的
に
始
ま
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
市
民
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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武蔵町フラワーセンターでの研修

行革特別委員会活動報告①

平成19年４月に行った　市長への提言とその回答

　

平
成
18
年
９
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員

会
は
、
行
財
政
の
効
率
化
等
に
努
め
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
職
員
数
削
減
の
問
題
、
行

政
組
織
体
制
の
問
題
、
ム
ダ
な
支
出
の
洗
い
直
し
、
施
設
の
合
理
化
の

問
題
等
々
約
40
回
に
わ
た
り
調
査
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
委
員

会
で
は
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
活
用
し
て
、
国
東
市
が
健
全

で
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
活
動
の
内
容
を
、
委
員
会
か
ら
議
長
へ
の
中
間

報
告
、
議
長
か
ら
市
長
へ
の
提
言
、
そ
し
て
市
長
か
ら
の
回
答
と
い
う

構
成
で
今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
、
平
成
19
年
４
月
に
行
っ
た
市
長
へ
の
提
言
、
そ
れ
に

対
す
る
回
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
長　

後
藤　

耕
一
郎

市長への提言

=行財政改革調査特別委員会委員=

委 員 長／後　藤　耕一郎

副委員長／吉　松　京　一

委　　員／大　谷　和　義

委　　員／堀　田　一　則

委　　員／渡　邉　俊　樹

委　　員／諸　冨　　忠

委　　員／猪　俣　俊　雄

１、職員の定員管理について

市長からの回答

（回答の内容は、平成19年６月１日現在です。）

　将来にわたる本市の財政の健全化及び更なる行政運
営の効率化の視点から少数精鋭主義を基本として、国
東市定員管理計画に基づき、更なる職員数の削減を目
指し、昨年に引き続き積極的に退職勧奨を実施し定員
の適正化を図る。
【今年度（19年度）以降の取り組み】
　退職勧奨を各年度の早期から実施し、積極的に退職
を促すとともに、退職者数の確定を早めることにより
翌年度の組織改革に的確に反映させる。平成20年及び
21年の一般職の採用はしない。（退職者全員分を不補充）
【実績】･･･（消防、病院職員を除く）
◎合併時の一般職の職員数 …503人
　平成 21 年４月 1日現在 ……432人

　合併に伴う職員の定員管理について、

合併効果を活かしながら、早期に定員適

正化の推進を図るべきである。

（H20年５月まで）

（H20年６月から）
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市長への提言

２、組織体制について

市長からの回答

①行政効率と住民サービスの向上を目的として、保有
施設の有効活用の観点から組織機構を随時見直し、
職員の再配置を行う。

　※取組状況
　国東市包括支援センターを武蔵町保健福祉センター
に設置、国東総合支所機能を本庁に統合など

　※今後の課題
　本庁機能の充実を図るためには、本庁舎に職員を集
中させる必要があるが、現状ではそのスペースがな
い。したがって行政効率と住民サービスの低下に直
接つながりにくい部局については、今後の組織機構
改革にあわせ一部分庁方式を検討する。

②教育事務所については、今後、管理一元化が必要と
考えている。平成20年度の一本化に向けて検討を行
う。（現在は一本化されている）

③特別養護・養護老人ホーム等の福祉施設民営化につ
いては、本年度から検討委員会を設置し、今後の各
施設の運営方針について早急に取りまとめる。

　（むさし苑、松寿園は平成21年 4月から民営化になっ
た）

④消防職員については、現状の消防施設等を維持する
ために必要な最低人員で現在配置しており、これま
での経過と現状を精査し、関係機関と十分協議を重
ねながら前向きに検討する。

①総合支所方式の見直し。

②教育事務所の一本化を図るべきである。

③市が経営する福祉施設の民営化の推進

を図るべきである。

④消防の安岐出張所と武蔵出張所の統合

を検討するべきである。

３、指定管理者制度について
　公の施設の運営管理については、昨年度までに指定
管理を行った施設が 19 施設あり、そのうち９施設に委
託料を支払っている。他の直営施設についても効率性
の観点から民間委託が可能なものから委託を検討して
いく。さらに、現在、指定管理契約を行っている施設
についても、その運営の効率性の観点から、直営に戻
したほうが妥当と判断される施設もあり、本年度から
その見直しを行う。
（平成21年4月1日現在で、指定管理されている施設の数
は、27施設です）

　公の施設の中に、指定管理契約してい

る施設と直営の施設がある。また、指定

管理している施設でも、委託料や補助金

を支出している施設と、一切支出してい

ない施設もある。こうした公の施設全体

を対象に、「民間に委託できるものは委託

する、直営でやるべきは直営でやる。」と

いう徹底した整理を行なう必要がある。

そして、効率的な管理運営を行い経費節

減に努めるべきである。
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市長への提言

４、補助金、各種イベント、文化財関
　　係について

市長からの回答

①国東市補助金交付基準を昨年度策定し、今年度から
適用している。評価システムについては、今年度か
ら昨年度の事業（補助金を含む）について外部評価
を含めた評価システムを導入する。

②旧４町のふるさと祭りについては、平成20年から一
本化して行う。他のイベントについても統合すべき
同一イベントは昨年に引き続き統合する。

　（現在は旧4町それぞれで実施）

③これまで各保存会には必要な支援をしており、今後
も引き続き支援を行う。

①補助金交付基準等を見直し、補助金の

評価システムを構築するべきである。

②各種イベントについては、行政が主体

で行なうものと民間が主体で行なうも

のとがある。それぞれ地元の意見を聞

きながら整理統合を図るべきである。

③六郷満山文化の中で、先人達から受け

継いできた伝統文化の継承をさらに支

援していくべきである。

５、市が出資等している外郭団体に
　　ついて

①国東町畜産振興公社については、平成19年度で起債
償還が終了するため、今後ＪＡと廃止の方向で協議
していく。また、平成19年５月30日畜産業者及び団
体より、正式に畜産事業進出・公社買収の事業説明
があった。あくまでも地元住民の理解が得られれば
の条件であるが、公社の売却を前提に畜産経営を推
進したい。国見町畜産振興公社については、平成19
年５月29日通常総会において、今後２ヶ年で畜産公
社の廃止が決定し、今後公社廃止後の対応を検討す
る。
（国東は21年度中に解散に向けて事務を進めている。
国見は現状維持です）

②昭和56年から59年にかけて国の補助事業である沿岸
漁場整備事業 ( 養殖場造成事業 ) により旧国見町が整
備した施設であり、施設を閉鎖する場合は当然補助
金適正化法等の制約を受ける。施設の指定管理先で
ある国見くるまえび養殖漁業生産組合は今年度より
販売額の増大に向け生産規模の拡大を計画している
が、市としては、今後生産組合に経営改善計画を提
出させ、その経緯を注視するとともに、経営状況を
見極め厳正に対処する。
　（現状維持です）

①国東畜産振興公社、国見町畜産振興公

社については、公社設立の目的、意義

がなくなっており、早急に廃止する方

向で検討するべきである。財産につい

ては、有効利用や処分も含めて対処す

るべきである。

②国見くるまえび養殖組合は、現在市が

約 6,000 万円の損失補償をしており、

融資残に対して１％の利子補給をして

いる。約２億円の負債の問題や、経営

改善策など将来的に見て明るい兆しが

見えない。この施設を今後どうするか

早急に対策を講じるべきである。
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第62回県体議員ソフト２連覇第62回県体議員ソフト２連覇

議
会
の
う
ご
き

編　
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行
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今
年
は
、
梅
雨
前
期
の
長
雨
後
に
降
水
量
が
過
去
に
例
の

な
い
少
量
で
普
通
期
水
稲
の
分
け
つ
時
期
に
悪
い
影
響
が
見

受
け
ら
れ
た
。
収
穫
時
期
を
迎
え
た
が
、
昨
年
の
作
況
指
数

102
を
大
き
く
下
回
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
が
、
で
き
る
だ

け
影
響
が
な
い
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
年
は
日
本
国
に
と
っ
て
も
大
変
な
こ
と
と
な
り
、

政
権
与
党
と
し
て
長
年
君
臨
し
て
き
た
自
由
民
主
党
が
東
京

都
議
選
並
び
に
平
成
21
年
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
大
敗
し
、

政
権
を
民
主
党
に
奪
わ
れ
て
野
党
と
な
っ
た
。
政
権
交
代
し

た
民
主
党
に
国
民
は
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
10
月
に
な
っ
て
も
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る
、
子

ど
も
手
当
の
開
始
時
期
を
明
言
し
な
い
の
は
問
題
だ
ろ
う
。

10
月
中
旬
ま
で
に
各
省
庁
に
無
駄
な
予
算
の
計
上
を
支
持
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
？
国
民
に
示
し
た
こ
と
は
確
実
に
実
施
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
今
後
の
展
開
を
見
守
る
し
か
な
い

の
だ
ろ
う
が
、
国
民
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

政
権
与
党
と
し
て
国
政
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
）

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
！

　

次
回
定
例
会
の
開
催
予
定
は
12
月
上
旬
の

予
定
で
す
。
議
会
を
傍
聴
さ
れ
た
い
方
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
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去
る
９
月
13
日
・
14
日
に
、第
62
回
県
体
議
員
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。国
東
市
議

会
チ
ー
ム
は
、昨
年
に
引
き
続
き
見
事
に
２
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。
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